
別紙様式２
現場代理人の兼務確認申請書

令和　　年　　月　　日
　　（あて先）小 松 市 長
所　在　地

商号又は名称　　　　　　　　　　　　　

代　表　者

　貴市が発注した工事について、他の工事に従事している者を配置したいため、下記のとおり申請します。

記

	現場代理人氏名
	（フリガナ）

	
	　　　　　

	対象工事
	工事No.
工 事 名
	

	
	工事場所
	

	他工事従事状況①
	工事No.
工事名
	

	
	工事場所
	

	
	発注機関名
	

	
	請負契約金額
	

	
	工期
	

	
	従事役職
	

	
	工事概要
	

	
	対象工事までの移動時間
	

	他工事従事状況

②
	工事No.
工事名
	

	
	工事場所
	

	
	発注機関名
	

	
	請負契約金額
	

	
	工期
	

	
	従事役職
	

	
	工事概要
	

	
	対象工事までの移動時間
	


（添付書類）

１．申請にあたっては、当該申請書に、兼務させようとする工事の施工場所及び工事概要がわかる書面（位置図、工事設計書等）を添付すること
（記載要領）

１．「対象工事」は、今回、現場代理人を配置しようとする工事について記載すること

２．「他工事従事状況」は、既に現場代理人又は主任技術者として配置している工事の概要を記載すること
　　（監理技術者として従事している場合、兼務は認めない。）
３．「従事役職」は、現場代理人、主任技術者のうち、該当するものを全て記載すること

４．「対象工事までの移動時間」は、対象工事の工事現場までの移動に要する時間を記載すること
（留意事項）

１　現場代理人の兼務が認められるのは、以下の全てに該当し、発注者が工事の取締り及び権限の行使に支障がなく、発注者との連絡体制が確保されると認められると判断した場合に限る。

ａ) 契約額が4,000万円（建築一式工事においては、8,000万円）未満の工事であること

ｂ) 発注者又は監督員と常に携帯電話等で連絡が取れる体制であること

ｃ) 工事現場の把握を常にできる状態であり、速やかに工事現場に戻ることができること

ｄ) 工事現場間の移動距離が概ね30分以内であること

ｅ) 兼務する工事が原則３件までであること

２　申請書は開札後、競争参加資格確認申請書提出時に併せて提出すること。
